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きれいな文字



01 研究の目的

１ どのように書いたら文字が綺麗に見えるのか。

２
普段文字を書く機会が多いため文字をきれいに
書きたい。

文字のきれいさを表し、フィードバックする



02 きれいな文字の定義について

お手本設定には主観を用いるが、比較ではプログラ
ムの客観性を生かすことができる

きれいな文字とは主観で判断される
しかし、客観的にみて綺麗かどうか判断したい



処理

出力

検証

比較

数値化

フィードバック

03 研究の方法

入力

評価したい文字
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プログラムを作成
（四分割と絶対値

差分利用）

人にフィードバック
（再度数値化）

サンプルの収集
（７枚）

04 大まかな流れ

１ ２ ３



05 実際の流れ

Google Colaboratory の環境でPython言語
でプログラムを作る(教師あり学習)

２ 出力結果を人にフィードバックする

実際に文字がきれいになったのか確認する

1



06 失敗例

２ 座標上での積関数の利用
→文字の大きさによってトリミングが異なり、比較自
体がうまくいかなかった

今の絶対値差分利用のコードに決定

1 特徴点マッチング
→得られる特徴点が少なく、極端に高い値や低い値が出
力され、きれいさを測ることができなかった
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07 実行したコード

←画像のインポート、アッ
プロード

←前処理関数

←ORB特徴点の検出
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←BFMatcherオブジェクトの作成と
距離に基づいての評価をする

←いいマッチを抽出後全体のマッチ数
で割り、類似度計算をする

←四分割のラインを書く

←お手本画像を赤色に変換
お手本と比較画像を加重平均に

よって重ね、四分割のラインを入れる

←合成画像の表示
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←データベース作成(比較したい
文字)

←お手本画像とデータベースの
比較

←実行コード
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08 実験結果

類似度 0.65 類似度 0.27類似度 0.38
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08 実験結果

類似度 0.45 類似度 1.00類似度 0.40
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09 考察

主観ではきれいだと思っていた字を、実際にプログラム
を実行してみると低い値が出た

自分たちが考えていたきれいな文字の定義とプログラム
上での定義が違っているのではないか

文字自体が綺麗でも文字を書く時の位置や線の太さが関
わってくるのではないか
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10 今後の展望

データ数を増やして、傾向を探る

文字のバリエーションを増やす（例：丸文字など）

コード実行が成功したら、漢字やカタカナで試す
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 Deep Learningを用いた印象評価推定AIの作成と検証(論文）

 https://qiita.com/FukuharaYohei/items/db88a8f4c4310afb5a0d (2023/3/23)

 https://chigusa-
web.com/blog/opencvsharp%E3%81%A7%E7%94%BB%E5%83%8F%E5%87%A6%E
7%90%86/ (2023/6/19)

 https://marunouchi-tech.i-studio.co.jp/4930/ (2023/7/11)
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